
新規事業参入で急成長
食品開発・管理のプロを探していた

株式会社アデリー（山口県）
事例
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商品部 商品開発課 課長代理　中道 清孝氏

●創業以来 41 期連続で毎年 1 億円ずつ売上を伸ばしてきてい
たが、2012 年 8 月にメーカー部門に参入したことを契機に急
成長を遂げた。さらなる成長をめざして積極的に営業をかけ
ていきたいと考えていた。一方で、商品の出荷数が増えるに
つれて高い品質管理が求められるようになり、品質管理の知
識のあるバイヤー・営業を募集した。採用したプロフェッショナル人材

プロ人材を採用したきっかけ採用前

プ ロ フ ィ ー ル

1997 年	 �大学卒業後、岡山県内の学生服のメーカーに入
社。

1999 年	 岡山県内の菓子卸問屋に転職。
2016 年	 ㈱アデリーに転職。

●経営課題について議論していく中、急成長に伴い、より高い品質管理体制の必要性を共有。
●新商品開発が重要であることから商品部へのデザイナーや企画開発責任者の増員配置等の人材の強化を助言。
●「山口県プロフェッショナル人材 UIJ ターン受入促進事業補助金」のさらなる利用を助言。

社　　　名：株式会社アデリー
本社所在地：山口県
従 業 員 数：210 名

企業情報

年　　齢：41 歳　　　　　家族構成：妻、子ども 3 人
前　　職：お菓子の卸問屋での品質管理、営業。

代表取締役社長 小野 典子氏

商品部 商品開発課 課長代理 中道 清孝氏

メーカー部門への新規参入で会社が急成長
即戦力となる人材を求めた

人対人のビジネスが好き
今後も積極的に新商品開発の提案を行っていきたい

等を通じて 20 名近くと面接を行ってきました。東日本在
住者を対象に採用活動を行う時には東京へ行って面接し、
時には大阪で合同説明会を行う等して、採用に時間も労
力も割いていたのですが、なかなか我々の求める人材に
出会えずにいました。いざ採用が決まりかけても、応募
者が山口県の弊社に実際に訪れてみて「やはり移住の決
心がつかない」という理由で入社を断念するケースも少
なくありませんでした。
そんな中、プロフェッショナル人材事業について知り、

こういった窮状を山口県プロフェッショナル人材戦略拠
点に相談し、拠点の支援を通じ、出会ったのが中道です。
営業の経験があり、食品表示の資格を所持する等品質管
理の知識も豊富な彼は、まさに我々が求めていた人材で
した。そこで面接の時には、入社後の具体的な業務内容や、
期待する役割についてきちんと説明すると同時に、山口
県への移住に抵抗はないかも確認。生まれ育った岡山を
離れることに一抹の寂しさはあったようですが、何より
仕事内容に強い関心を持って、最終的に移住を決心して
くれました。

営業・品質管理から
クレーム処理までマルチに活躍
中道には、入社後すぐに新商品の開発を担当してもら

いました。弊社では営業担当が顧客と商談を行い、顧客
ごとに食品を開発していきます。そして中道は担当になっ
てすぐに大手飲食店との新商品開発の契約を取りつけま
した。品質管理についても、食品表示に関する知識が豊
富なので、表示内容のチェック等を任せています。
一方で、弊社は以前からクレーム対応のエキスパート

がいないことが弱みでした。商品に不備があった場合や、
不備はなくともお客様から何らかのご意見を頂戴した時
に、実際にお客様のもとへ出向いて現場検証・現物確認
を行い、さらにお客様にお詫びをお伝えして信頼回復を
図る――そんなことができる人材が不足していたのです。
中道はこれまでの経歴の中で、数えきれないほど顧客の
元へ足を運んで、営業を行い、信頼関係を築いてきました。
その経験やノウハウを持って、弊社のクレーム処理にも
見事に対応してくれています。営業、商品開発、品質管理、
さらにはクレーム処理と…まさにマルチプレーヤーと呼
ぶに相応しい活躍ぶりです。

企業担当者の声

プロ人材の声

弊社は食品のギフトを中心に、通販事業のサポートや、
物流サービス事業、カタログ事業等、総合プロデュース
を行っています。1977 年の創業以来、少数精鋭で経営し
てきましたが、2012 年 8 月に社名を変えてメーカー部門
に参入したことで受注が急激に増加。1年で 1億円ずつ
売上を伸ばしていた会社が、3年で 10 億円売上を伸ばす
ほどの急成長を遂げました。会社の成長に伴って仕事量
も急増し、今いる社員だけで対応することが難しくなり
ました。
従来、弊社は「大家族主義」をモットーに、社員同士

が家族のように助け合ってきたアットホームな会社です。
社会に初めて出るような若い人材を迎え入れて、きちん
と育成できる会社になりたいと思ってきました。しかし、
目下、そんな悠長なことは言っていられません。受注が
増えて仕事量が膨れ上がってきている中、今いる社員の
負担を減らすためにも、営業や品質管理などの経験が豊
富で、生産性を高められるプロ人材を募集することにな
りました。

食品表示の知識が豊富
ギフト商品の営業に長けた人材に出会えた
中道を採用するまでの間には、転職サイトからの応募

――入社するまでの経歴を教えてください。
地元・岡山県内の大学を卒業後、県内の学生服のメー

カーに就職。学校制服のブレザーやワイシャツ、ソック
スなどの受発注や製造管理、納品等の業務に従事してい
ました。2年半で退職したのち、お菓子が好きだったこと
もあり、駄菓子を取り扱う卸問屋に転職。そこでは学生
服メーカーでの受発注業務の経験をいかしながら、品質
管理や販売店への営業等を行っていました。

――転職の動機は何ですか？
私は商品を開発し、対面でお客様に提案するのが好きで

す。前職でも、量販店やスーパーなどに営業に行き、直接
交渉することにやりがいを感じていました。しかし、前の
会社は通販やカタログでの販売をメインとするようにな
り、商品の店舗販売から無店舗販売へとシフトチェンジし
て人に会いに行く機会がなくなってしまったのです。私が
やりたかったことは人対人のビジネスでしたから、自分の
好きなことができる環境に移ろうと転職を決意しました。
アデリーは前職時代の取引先で、ある程度の業務内容を

把握していました。ギフト事業がメインで、お客さまへ
のオリジナルスイーツの提案等においては、自分の経験
や知識がいかせるだろうと思っていました。現在は、商

品開発や、仕入れ窓口、商品部のバイヤー等を担当して
います。

――これまでの実績と今後の目標は？
入社後すぐに担当した商品開発では、時期がちょうど 5

月だったこともあり、新規顧客へのお中元用商品の提案を
任され、東京の老舗喫茶店で販売するオリジナルの冷凍
商品の販売を実現することができました。入社後すぐに
活躍の場を与えてもらったことが嬉しく、すぐに実績を
出せたことでモチベーションも高まりました。私の企画・
提案した商品が完成し、その完成品を見た時には達成感
を得ることができます。
今、是非とも取り組みたいことは、パティシエと協力し

て新商品を開発することです。社内には優秀なパティシ
エがそろっていて、彼らは数多くのスイーツレシピを持っ
ています。弊社は菓子製造工場ではなく、工場やメーカー
への商品提案が仕事。パティシエのレシピを商品化するに
は、私たち営業が、パティシエのアイディアを他社へ持っ
て行き、それを商品として製造してくれるメーカーを探
してこなくてはなりません。パティシエが考案したスイー
ツを一日も早く世に出せるように、今後も積極的に営業
をかけていきたいと考えています。

予想を超える成長に
嬉しい反面、社員の負担が激増

プロ人材採用により得られた効果

●お菓子の卸問屋で営業と品質管理を担当していた。

●入社してすぐに東京の老舗喫茶店での季節限定商品の販売の
話をとりつけ、ギフト商品を開発した。このような営業職と
しての活躍に加え、企業が求めていた品質管理業務、顧客か
らのクレームへの対応も行うなど多岐にわたって活躍し、企
業が期待していた以上の働きをしている。

採用後

どんなプロ人材を採用？

プロ人材の活躍状況

拠点からの助言等

会社が急成長したことに伴い、
品質管理を強化する必要を痛感
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